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近未来の商品・サービスカタログを
つくり、Innovationのプログラムを

実行

curve

現状認識； 攻めに入った企業経営

「innovationのプログラム」を組込む

勝つために ３つの優位を確保したい

勝つめに４基本施策を組み合わせる

Product

Power Promotion

Innovation
Adaptation 市場変化への対応。

競合は革新に取組んでいる

Application 勝てる技術の適用

競合も技術選択に腐心している

Allocation 資源の戦略的集中投入

将来の囲込み技術への投資

Alliance Gr.内外との戦略提携

新 技 術
開発体制整備

新ビジネスモデル
海外・ネット・保守改修

人材育成
経営人材・ｼｽﾃﾑ開発要員強化

競争力強化戦略の
練り直しが必要

RBV（Resource
Based View）*で
３つのＰ-resource
を強みにする

①

④

②

③

長い停滞期を脱して、持続的成長へ巨額の資源投入を必要とする企業は事業ポートフォリオと共に
現有資源の効率性も重要経営課題と認識している。

イノベーションに重要な役割を期待する理由 １



コモディティー商品 脱コモディティ商品

ヴァリュー
イノベーション

プロセスイノベーションプロセスイノベーション （個別イノベーションの相乗効果が鍵（個別イノベーションの相乗効果が鍵 ））

市場シェアと利益

を生むために

やり方を抜本的

に変える

全く新しい
価値を提供し

成長する

持続的成長のための２つのイノベーション

急速にコモディティー化してゆく商品も「低価格」・「機能追加」・「デザイン（感性品質）」

を追求して設計・生産・調達・営業（含 物流）の各領域で効率化・加速をはかる。

中期戦略の達成には本来の新価値創造のためのイノベーションを起こす。
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コモディティー商品の
プロダクト・イノベーション

標準化、プラットフォーム化

脱コモディティー商品に向けての
バリュー・イノベーション

差異化、価値創造、技術革新、創造性
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脱コモディティー商品に向けての
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製造業も「安全」・「安心」・「信頼」の視点で価値をあげようとサービスのプロセス改善の

イノベーションに注力している。 効率向上とサービスの質を改善するという二律背反の

課題解決に取組んでいる。

製造業もサービスのイノベーションに注力する ３



Evaluate

Define

Focus

Analyze

Create

戦略課題（CTQ）

Recognizeが全体
成果に影響する

ものづくりと
サービスの価値体系

が変わる

イノベーションにおけるＩＴの活用

ＩＴ活用

ＩＴ活用

ＩＴ活用

ＩＴ活用IT: Information Technology
KM: Knowledge Management
CAE: Computer-aided Engineering

ＫＭ活用

ＫＭ活用

CAE

CAE

CAE

４



新たな金のなる木を
見つけ出す

Value Creation !

高いところの実を
摘み取る

Stretch !

はるかに見える山
の頂上を目指す

Jump !

創造性の芽を育て
活性化し表出させる

Motivation !

イノベーションを起こすＫＭの活用
持続的成長を実現するには、イノベーションを次々と起こし、これを実行するための

組織力が必須。 低成長期の知識・経験をいったん壊して再構築することが必要。

いまあらためてKnowledge Managementの有効性を評価し、活用することが重要な鍵。
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イノベーションにおけるＩＴ、ＫＭの活用

市場把握 企画 開発 設計 調達

営 業

設計
・開発

調達
･生産

生産 物流 回収

◎

◎

◎

◎

◎◎ ◎

◎

イノベーションの効果は、Valuechainに沿って波及する。一方営業、技術、生産などの

専門知識・経験は個別体系をつくり上げ、個別最適化を目指したイノベーションを推進する。

全体最適化には関係部門相互のコミュニケーションをＩＴで構築する必要がある。

イノベーションの効果

イノベーションの効果
ＩＴコミュニケーションの連鎖（Link）
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